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本丸中仕切門

二の丸南側掘切

2010 年調査区

本丸中仕切門の規模を確認

2010 年調査区

二の丸南側堀切の形態を確認

発掘調査区

二俣城では、城の構造を確認する

ため、2009 年より継続的に発掘調

査を実施しています。
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礎石

本丸中仕切門の遺構

　二俣城では、昨年度の発掘調査において本丸中仕切門

の礎石 (そせき )と石垣の一部を確認しています。

　今年度は門の全容解明を目的として、門跡全体に調査

範囲を拡大しました。調査の結果、門跡の南側において

も礎石と礎石の抜き取り穴を確認し、門に 4つの礎石が

用いられていたことが明らかになりました。門の両側に

は石垣が築かれており、幅は約 3.7ｍあります。礎石間

の距離は東西約 2.1ｍ、南北約 3.2ｍあり、門の規模が明

らかになりました。

　門跡からは安土桃山時代に遡る瓦が出土し、堀尾氏領

有時代に瓦葺の建物が存在したと思われます。門の構造

は櫓門であった可能性が考えられ、この時期に二俣城が

石垣と瓦を使用した城に改修されたことが、初めて発掘

調査によって確認できました。

　また、今回の調査では二の丸南側堀切の調査も進めて

おり、天目茶碗やかわらけなどの土器が出土しています。

門跡と南側の石垣

発掘した門跡と石垣

出土した遺物




